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【青垣祭（文化祭）大盛況】  

２学期の大きな行事は、何といっても青垣祭。１年生が展示発表、２年生がステージ発表、３

年生がバザーと、各学年で発表する分野をそれぞれ分担し、クラスで一致団結し準備、発表を行

うなど、大変素晴らしい青垣祭でした。授業だけでは分からない生徒の長所や特技等を見ること

ができ、生徒の可能性のすごさをしみじみと感

じることができました。特に、今回は、公営塾

の主催による、「トークフォークダンス」を初

めての取組みとして実施しました。昨今、高校

生に求められる力の大きな柱が「コミュニケー

ション能力」です。この力を身に付けさせ、自

己肯定感を高めることや地域の方々との対話

を異世代交流の機会とし、地域とのつながりを

深めることを目的として実施しました。約９０

名を超える地域の方々、大人の方々にご参加を

いただき盛大に開催することができましたこ

と大変嬉しく思います。生徒、大人の方々との各１分間の対話は、中身の濃いものとなりました。

高校生の意見を聞き、未来を背負っていく若者の頼もしさをひしひしと感じられた方もおられま

した。トークフォークダンスを大きな契機として、更に地域に根ざした学校づくりに取り組んで

いきたいと考えています。大人の方々の主な感想は下記のとおりです。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【甲佐中学校３年生体験学習】 

 １１月８日（木）に、甲佐中学校の３年生の

皆さんが甲佐高校を訪れてくれました。実際に

高校生の学習内容を体験することにより、中学

生の授業の大切さや、中高の連続的・体系的な

学びのイメージを持ってもらうことなどを目

的として実施しました。中学生の皆さんの真剣

な眼差しで、本校の先生たちの授業を受ける姿

に感動し、大変頼もしく思えました。本校の特

色の大きな柱が、生徒への手厚い指導ですが、

中学生の皆さんは、掴みにくかったそのイメー

ジを、体験することで感じ取ってくれたようで

す。高校生活の様子が分かり、高校生になる意識付けにもなったようです。甲佐中学校の皆さん

のますますのご活躍を、生徒、職員一同心から願っています。 
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① 高校生が初対面の人と素直に話してくれていることに感動しました。 

② 「ありがとう」と誰に言いたいかの質問に、「一人ではなく、たくさんの人
に言いたい」との言葉を聞き、とても嬉しく感じました。 

③ 子どもたちの真っ直ぐで、キラキラした目を忘れません。 
④ 異世代の多様な価値観を肌で感じながら楽しく知ることができ、最高の学び

だと思います。また、企画してください。 
⑤ 良い子どもたちです。大事に育ててください。 


